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ち
、
内
部
か
ら
多
数
の
柱
穴
が
発
見
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
建
物
が

建
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

そ
の
六
弥
太
で
す
が
、
早
く
か
ら

源
氏
に
仕
え
、
保ほ

う

元げ
ん

の
乱
（
１
１
５
６

年
）
や
平へ

い

治じ

の
乱
（
１
１
５
９
年
）
で

奮
闘
し
た
こ
と
が
『
保
元
物
語
』
や
『
平

治
物
語
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
元げ

ん

暦り
ゃ
く

元
年
（
１
１
８
４
年
）
一
の

谷
合
戦
に
お
い
て
敵
方
の
武
将
平

た
い
ら
の

忠た
だ

度の
り

（
清き

よ

盛も
り

の
弟
）
を
討
ち
取
っ
た
こ
と

普済寺に伝わる六弥太夫妻像

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
め
に

か
け
て
、
深
谷
市
普
済
寺
周
辺
を
本ほ

ん

貫が
ん

地ち

と
し
て
活
躍
し
た
武
士
に
岡
部
六
弥

太
忠た

だ

澄す
み

が
い
ま
す
。
先
祖
は
美
里
町
を

中
心
に
勢
力
を
も
っ
た
猪い

の

俣ま
た

党と
う

の
出
身

で
す
が
、
六
弥
太
の
祖
父
忠た

だ

綱つ
な

が
岡
部

に
移
り
住
み
、
初
め
て
岡
部
姓
を
名
乗

り
ま
し
た
。
で
は
、
ど
こ
を
本
拠
地
と

し
た
の
で
し
ょ
う
？

六
弥
太
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

と
伝
わ
る
普
済

寺
周
辺
に
は
「
古ふ

る

城じ
ょ
う」

や
「
的ま

と

塚づ
か

」
と

い
っ
た
小こ

字あ
ざ

や
土ど

塁る
い

が
存
在
す
る
こ
と

か
ら
、
古
く
か
ら
六
弥
太
館や

か
た

跡あ
と

の
存
在

が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の

発
掘
調
査
に
よ
り
全
容
が
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
発
見
さ
れ
た
堀
跡

や
現
存
す
る
土
塁
か
ら
、
館
は
、
東
西

２
７
０
ｍ
、
南
北
２
３
０
ｍ
の
広
さ
を
も

で
、
六
弥
太
は
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
の
様
子
は
『
平
家
物
語
』

や
『
吾あ

づ
ま
か
が
み

妻
鏡
』
に
詳
し
く
描
か
れ
、
江

戸
時
代
に
は
謡
曲
や
歌
舞
伎
の
一
場
面

に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。
情
け
深
い
六
弥

太
は
、
討
ち
取
っ
た
忠
度
の
た
め
に
自

分
の
領
地
の
う
ち
見
晴
ら
し
の
良
い
萱

場
の
清せ

い

心し
ん

寺じ

に
供
養
塔
を
建
て
た
と
伝

わ
り
ま
す
。

そ
の
六
弥
太
も
建け

ん

久き
ゅ
う８

年
（
１
１
９
７

年
）
に
没
し
ま
し
た
が
、
六
弥
太
墓
と

伝
わ
る
墓
が
館
跡
内
に
あ
り
ま
す
。
南

北
に
並
ぶ
６
基
の
五ご

輪り
ん

塔と
う

の
う
ち
の
北

か
ら
２
番
目
が
六
弥
太
で
、
そ
の
右
が

父
行ゆ

き

忠た
だ

、
左
が
夫
人
の
玉た

ま

の
井い

（
畠

は
た
け

山や
ま

重し
げ

忠た
だ

の
妹
）
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
修
復
の
た
め
解
体
し
た
と
こ

ろ
、
六
弥
太
墓
の
地ち

輪り
ん

（
最
下
段
の
四

角
い
石
）
の
上
面
に
穴
が
あ
け
ら
れ
、

中
に
男
性
の
火か

葬そ
う

骨こ
つ

が
納
め
て
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
地

下
か
ら
11
個
の
骨こ

つ

壺つ
ぼ

が
見
つ
か
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
火
葬
骨
を
入

れ
、
平
ら
な
石
や
す
り
鉢
な
ど
で
蓋
が

し
て
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ

の
壺
の
中
か
ら
は
、
古
銭
一
枚
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

六弥太墓（中央）
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※
開
催
行
事
に
つ
い
て
は
、
毎
月
１
日
発
行
の
「
公
民
館
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
地
区
の
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　市内には、現在12の公民館があり、それぞれ、地域の特
色を生かしたさまざまな公民館事業を行っています。

明戸公民館　     ☎ 571 － 0872

施設内容：体育室（バレー、バスケット、
バドミントン、卓球など）

※明戸公民館は現在建て替え中（会議室な
どは平成 20年 1月利用開始予定）です

明戸小明戸小

明戸中明戸中

17号バイパス
17号バイパス

上武道路
上武道路

明戸農村公園明戸農村公園
深谷妻沼

線
深谷妻沼

線

明戸公民館明戸公民館

岡部公民館　     ☎ 585 － 4974

施設内容 :会議室（1・2階）、視聴覚室、
和室Ａ・Ｂ

岡部公民館岡部公民館
コスモス街道
コスモス街道
コスモス街道

岡部中岡部中

ＪＲ高崎線

ＪＲ高崎線

岡部小岡部小
岡部駅
岡部駅岡部総合支所岡部総合支所

岡部中央公園岡部中央公園

★岡部保健センター、岡部勤労福祉
センター、岡部図書館が併設
教育委員会岡部事務所も公民館内
にあり、複合施設として、生涯学習、
研修、会議、健康管理、レクリエー
ションなど、さまざまな活動にご
利用いただけます
★岡部中央公園、岡部Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンターなどが隣接
公園にはテニスコート（2面）や、
子どもたちが楽しく遊べる遊具・砂
場があり、Ｂ＆Ｇ海洋センターでは
体育館・プールが利用できます！

大寄公民館　     ☎ 571 － 0341

施設内容 :大会議室兼視聴覚室、調理実
習室、図書室兼児童室、美術
工芸室、多目的室（コーラス、
楽器演奏、ダンスなど）、体育
室（バレー、バスケット、バ
ドミントン、卓球など）、和室

大寄公民館大寄公民館
大寄小大寄小

17号バイパス
17号バイパス

豊里中豊里中

小山川小山川

伊
勢
崎
深
谷
線

伊
勢
崎
深
谷
線

伊
勢
崎
深
谷
線

★国指定重要文化財の「誠
せい
之
し
堂
どう
」　　

県指定有形文化財の「清風亭」
渋沢栄一翁ゆかりの建造物で、県
内外からたくさんの人が見学に訪
れます！
★さまざまな行事を開催！
分館対抗鴨んバレー大会、夏の「納
涼祭」、秋の「お月見コンサート」、
「芸能祭」、「ます釣り大会」、新春
の「趣味の作品展」などを催して
います
★生涯学習の拠点場所
57 のさまざまな団体が、積極的に
活動しています
★女性学級が、多くの参加者の下、
盛んに行われています！

⬅
国
指
定
重
要
文
化
財
「
誠
之
堂
」

" 緑豊かな自然環境 "と
"趣のある建築物 "が
調和した公民館

川本公民館　     ☎ 583 － 3234

施設内容 :会議室、講習室、研修室、
集会室A・B、ボランティ
アビューロー、和室

川本公民館川本公民館

もくせい館もくせい館

秩父線秩父線武川駅武川駅

川本中川本中

荒川荒川
川本農業者
トレーニングセンター
川本農業者
トレーニングセンター
川本農業者
トレーニングセンター

天神
グラウンド
天神
グラウンド
天神
グラウンド川本総合支所川本総合支所

★文化、教育施設が集約 !!
川本文化会館、川本出土文化財管
理センター、川本図書館が隣接
★天神グラウンドが近くに！
野球・サッカー・テニスなどに利
用されています！

花園公民館　     ☎ 584 － 2184

施設内容 :講義室、実習室、児童室、
学習室、ホール、和室

アドニスアドニス

花園公民館花園公民館

関越自動車道

関越自動車道
小前田駅小前田駅

花園総合支所花園総合支所 花園中花園中

花園総合運動公園花園総合運動公園

花園小花園小
秩父線秩父線

★こども情報交流図書館＆小学校が
隣接
子育てサロンや小学生を対象とし
た体験学習など、相互に利用し合
い、子どもたちのにぎやかな声が
聞こえる公民館です

⬅
花
園
公
民
館


